
別紙様式 

令和２年度（２０２０年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 玉名市立玉陵中学校 ＞ 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 【生徒総会での宣言項目】 

【職員へ向けて】 

・職員会議にてリサイクルの仕方、エアコンの設定について周知。 

行動 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

【節水】 

・保健委員会によるマイカップ持参での歯磨きチェックを行い、

持ってきていない生徒への声かけを行った。 

・掃除ではバケツを使って雑巾を洗うことを徹底した。 

【節電】 

・移動教室では総務委員が最後に教室を出て、照明、扇風機、エ

アコンの電源 OFFに取り組んだ。 

【ゴミ削減】 

・昨年に引き続き、残食を出さないように日々、各クラスで取り

組んだ。 

・職員は紙類のゴミを削減するため、サイズ別に回収し、資源ゴ

ミとして再利用できるように分別を徹底した。 

【美化・緑化活動】 

・地域の方と環境委員で協力し、花の手入れを行った。スクール

ボランティアの日を定め、活動場所をクラスごとに割り振り、

生徒で美化・緑化活動を行った。また、今年度は生徒会四役の

呼びかけでペットボトルキャップ収集にも取り組んだ。 

・縦割り班で日々の掃除に取り組むことで、どの場所も無言で掃

除に取り組んだ。また、環境委員によるトイレのスリッパ並べ、

ロッカー整理チェックを行い、整った環境作りに努めた。 

記録 

 

 

 

 

取り組み状況に関するアンケートを実施 

 アンケート項目 達成率 

１ 歯磨き用のマイカップを持ってきている。 ９３％ 

２ 給食は残さず食べている。 ９９％ 

３ バケツを利用し、雑巾を洗っている。 ９９％ 

４ 教室を使わないときに電気を消している。 ９６％ 

５ スクールボランティアに参加している。 ９８％ 

【節水】歯磨き用のコップの使用、掃除でのバケツ利用 

【節電】総務委員による照明スイッチ OFF 

【ゴミ削減】残食０、PBC収集 

【美化・緑化活動】ロッカー整理チェック、ボランティア 
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【節水】 

○基本的にコップ、バケツを利用している。各教室で雑巾洗いの

役割を決めているので、バケツの利用促進につながっている。 

【節電】 

○総務委員が最後に教室を出る仕組みなので、照明や扇風機の消

し忘れが少なかった。エアコンの使用については市の基準に従

って、利用できた。今年度は換気のため、使用時に窓を開けて

いるので、例年より電気代が高騰した。 

【ゴミ削減】 

○年間を通して、ほとんどの生徒が残食をせずに完食していた。 

○印刷室を整理し、資源としての紙のリサイクルにつなげた。 

【美化・緑化活動】 

○下水汚泥から作った有機肥料をいただき、職員による土作り。 

 

プランター用の土として利用。学校運営協議会による土置き場

建設後、スクールボランティアの日に、花の植え替え作業を行

い、使った土に肥料を混ぜて再利用する活動を続けている。 

 

環境委員を中心に、水かけ、花がら摘みなどの手入れを行った。 

○ペットボトルキャップの回収 

 収集箱の製作・設置を行い、約１３，０００個を回収すること

ができ、ワクチン接種の資金にするため商業施設に寄附した。 

○環境委員が登校後にロッカー整理チェックを行った。置き方の

例を示し、朝の会でできていない生徒への呼びかけを行った。 

見直

し  

▲歯磨き用のマイカップは長期休みで持って帰り、次に持って来

るのを忘れがちであった。 

▲体育の授業時に照明のスイッチを忘れることが多く、アンケー

ト結果をもとに呼びかけを行った。電気代が高騰しているので、

電気の使用量を掲示し、節電への呼びかけを行った。 

 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

各委員会活動での取り組みが徹底し、節水、節

電、美化・緑化活動に学校全体で取り組むことが

できた。緑化活動については地域の方々の協力が

得られ、充実した活動となった。また、今年度は

取り組み状況についてアンケートを行い、達成率

の低いものは再度呼びかけ行うことができた。 

今年度、達成率が低かった項目については次の

生徒総会で各委員会の重点取り組み事項として取

り上げ、生徒会活動と協力して学校版 ISOへの取

り組みを進めていく。節電については余熱を利用

したエアコンの使用例などを示し、職員の節電

への意識改革にも努めていきたい。 

 


